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要 約 

家畜伝染病予防法において鳥インフルエンザウイルス（AIV）は高病原性、低病原性、それ以外の鳥

インフルエンザ（AI）に大別される。令和 5 年 10 月の AI 強化モニタリングにおいて、飼養アイガモ

2/10 羽で AIV に対する抗体検査陽性となり、さらに 13 羽の詳細な検査を実施した。抗体検査では

ELISA 7/13 羽陽性、寒天ゲル内沈降反応 5/13 羽陽性、遺伝子検査では A 型インフルエンザ共通遺伝

子のみ全羽陽性、H5・H7 遺伝子は陰性であった。遺伝子検査陽性検体についてウイルス分離を実施

し、１代目は 3/13 羽で HA 試験陽性、HA 試験陽性検体は全例が AIV 遺伝子検査で共通遺伝子陽性、

H5・H7 遺伝子陰性であった。2 代目は、9/13 羽で HA 試験陽性、AIV 遺伝子検査は 4/9 羽で共通遺

伝子陽性、H5・H7 遺伝子は全例陰性であった。AIV 共通遺伝子陰性検体について、ニューカッスル

病ウイルス（NDV）及び鳥パラミクソウイルス遺伝子検査を実施し全例陰性、NDVHI 試験で凝集抑

制を確認した。本事例は、AI モニタリングにおいて初めて AIV が検出された貴重な事例であるに加

え、複数のウイルスが関与した事例と考えられた。 

 

は じ め に 

鳥インフルエンザ（AI）はオルトミクソウイル

ス属 A 型インフルエンザウイルスに分類される

AI ウイルス（AIV）による疾病である。AIV は

ウイルス粒子表面にあるヘマグルチニン（HA）

及びノイラミニダーゼ（NA）の抗原性により H1

～18 及び N1～11 の亜型に区別され 1）、さらに国

際獣疫事務局（WOAH）の定める基準により高

病原性鳥インフルエンザ（HPAI）、低病原性鳥イ

ンフルエンザ（LPAI）及び AI に分類される（図

1）。HPAI は近年発生が多く 2022 シーズンに過

去最多の発生数となり 2）、同シーズンではエミュ

ー、アヒル、ほろほろ鳥など様々な家きんで発生

が報告された。 

図 1：AI の分類 

AI については浸潤状況調査として定点及び強

化モニタリングが「高病原性鳥インフルエンザ及

び 低病原性鳥インフルエンザに関する特定家畜

伝染病防疫指針」（指針）により定められてい

る。千葉県においては、定点モニタリングで毎月

12 農場のウイルス分離と抗体検査を、強化モニ

タリングでは AI のシーズンである 10 月～5 月に

毎月 4 農場の抗体検査を行っている。定点モニタ

リングは全て採卵農場であるが、強化モニタリン

グについては、種鶏・肉用鶏・うずら・アイガモ

等様々な家禽について行っている。 

これまで AI 浸潤調査において AIV が検出され

た事例は報告されていない。今回、強化モニタリ

ングにおいて初めてアイガモから HPAI、LPAI

以外の AIV が検出されたので報告する。 

 

材料及び方法 

農場概要 

農場は稲のアイガモ農法のためにアイガモ約 70 

羽を飼養。通年で飼育はしておらず、稲作終了後

に肥育を行い全羽を出荷している。家きん舎はな

く水田の 1 面を柵で囲って飼育している。 

材料 

① 強化モニタリング：アイガモ血清 10 例 

② 病性鑑定（病鑑）：アイガモ気管・クロアカス

ワブ・血清各 13 例 



方法 

① 強化モニタリング 

抗体検査：血清 10 例に対して ELISA（IDEXX イ 

ンフルエンザ A エリーザキット）及び指針に則り 

ゲル内沈降反応（ゲル沈）を行った。 

② 病性鑑定 

抗体検査：血清 13 例について ELISA 

（IDEXX インフルエンザ A エリーザキット） 

及びゲル沈を行った。陽性検体については H5・ 

H7 亜型判定赤血球凝集抑制（HI）試験を農研機 

構動物衛生研究部門（動衛研）で行った。 

抗原検査：気管・クロアカスワブ各 13 例につい 

て、指針に従い簡易検査（富士レビオ株式会 

社 エスプライン A インフルエンザ）、遺伝子検 

査は指針に基づきリアルタイム PCR（rPCR）及 

びコンベンショナル PCR（cPCR）を行った。 

ウイルス分離：気管・クロアカスワブ各 13 例に 

ついて指針に則り鶏卵接種法で行った。ウイルス 

2 代目まで 48 時間間隔で行い、赤血球凝集 

（HA）試験で確認、HA 試験陽性検体について 

rPCR 及び cPCR で AIV の分離を確認した。AIV 

遺伝子検査陽性検体は動衛研で亜型の判定を行っ 

た。HA 試験陽性 AIV 遺伝子検査陰性検体につい 

ては抗ニューカッスル病ウイルス（NDV）HI 

試験、NDV3）及び鳥パラミクソウイルス 

（AMPV）4）に対する遺伝子検査を RT-PCR 

で行った。 

 

結    果 

① 強化モニタリング 

抗体検査：血清 10 例中 3 例で ELISA 陽性、ゲル 

沈 2 例で弱陽性となった（図 2）。ゲル沈弱陽性 2 

検体は ELISA においても陽性であった（表 1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2：ゲル沈写真 

  

② 病性鑑定 

抗体検査：血清 13 例中 7 例で ELISA 陽性、ゲル 

沈 5 例で弱陽性となった。ゲル沈弱陽性 2 検体は 

ELISA においても陽性であったが他の検体は 

ELISA とゲル沈で結果が一致しなかった（表 

2）。また動衛研で実施した H5・H7 亜型判定 HI 

試験で抗 H5・H7 抗体でないことが確認された。 

 

表 1：強化モニタリング抗体検査 

 

表 2：病性鑑定抗体検査 

 

  

抗原検査：気管・クロアカスワブ 13 例について

簡易検査及び遺伝子検査を行った。簡易検査は全

例陰性であったが、rPCR は気管スワブ全例、ク

ロアカスワブ 9 例が AIV 共通遺伝子である M 遺

伝子のみ陽性、cPCR は気管スワブ 12 例、クロ

アカスワブ 11 例が AIV 共通遺伝子である NP 遺

伝子のみ陽性、H5・H7 遺伝子は検出されなかっ

た（表 3）。rPCR の CT 値は判定基準（9-40）の

上限に近い値であった。 

ウイルス分離：ウイルス分離 1 代目からは気管ス

ワブ 3 例が HA 試験陽性となり、そのうち 2 検体

が rPCR において M 遺伝子のみ陽性、全例が

判定 S/N比

1 +(弱陽性) - 0.671

2 +(弱陽性) - 0.621
3 +(弱陽性) - 0.622
4 + 0.383
5 + 0.342
6 +(弱陽性) + 0.185
7 +(弱陽性) + 0.400
8 - 0.697
9 + 0.353
10 + 0.452
11 - 0.575
12 + 0.454
13 - 0.589

ELISA
血清番号 ゲル沈

判定 S/N比

1 - 0.591

2 +(弱陽性) + 0.228
3 - 0.619
4 - 0.661
5 - 0.644
6 - 0.606
7 +(弱陽性) + 0.311
8 - 0.749
9 + 0.448
10 - 0.852

ELISA
血清番号 ゲル沈



cPCR において NP 遺伝子陽性となった（表 4）。

H5・H7 遺伝子は全例で陰性であった。このうち

No.11 気管から分離されたウイルスは H4N6 亜型

と判定され、H5・H7 亜型でないことが確認され

た。また、接種 48 時間後の鶏胚は生存してお

り、コントロールと比べ異常は見られなかった

（図 3） 

ウイルス分離 2 代目では 10 例が HA 試験陽性

となり、このうち 3 例が rPCR M 遺伝子陽性、 

4 例が cPCR NP 遺伝子陽性となった（表 5）。

AIV 遺伝子検査陰性であった 7 例について、抗

ND 血清を用いた HI 試験を行い全例で凝集抑制

が認められた。このことから NDV を疑い NDV

及び AMPV 遺伝子検査を実施したが全例陰性で

あった。 

 

表 3：スワブ抗原検査結果 

 

 

表 4：ウイルス分離 1 代目結果 

 

 

表 5：ウイルス分離 2 代目結果 

 



図 3：分離 1 代目鶏胚 

 

考     察 

 本事例はアイガモ群に異常が見られないこと、

抗体が抗 H5・H7 抗体でなかったこと、ウイルス

分離 1代目で分離されたAIVの遺伝子検査でH5・

H7 特異遺伝子が検出されなかったことから、ウイ

ルス亜型の決定、2 代目ウイルス分離の結果を待

たず HPAI・LPAI 以外の AI と判断された。 

 抗体検査においてゲル沈結果を弱陽性と判定し

たが、これは令和 4 年度に HPAI が発生したあひ

る農場の疫学調査を ELISA で行い、ELISA 陽性

の検体をゲル沈で確認した経験から判断できたも

のである。 

ゲル沈弱陽性の判定は難しいことから、鶏以外の

家きんについても抗体検査には ELISA を用いる

等の対応が必要と考える。病鑑検体において

ELISA の結果とゲル沈の結果が一致しなかった

が、原因の特定には至らなかった。 

 抗原検査においては、簡易検査では全羽陰性で

あったが、遺伝子検査では遺伝子量が少ないもの

の全羽が陽性であった。これは HPAI・LPAI 以外

の AI であったためウイルス量が少なかったこと、 

検査個体がアイガモであったことによると考えら

れる。 

ウイルス分離において、スワブの遺伝子検査で

は 24/26 例が陽性であったが、分離 2 代目までで

AI が分離されたのは 6 例のみであった。HPAI に

おいてもスワブの遺伝子量が少なければウイルス

分離できないことが報告されており 5）、遺伝子量

が少ないために分離に至らなかったと考える。分

離 1 代目において 3 例が HA 陽性となり、その全

例から AIV 特異遺伝子が検出され、H4N6 亜型と

判定された。分離 2 代目では 10 例が HA 陽性で

あり、そのうち 4 例から AIV 特異遺伝子が検出さ

れた。AIV 特異遺伝子が検出された検体は、遺伝

子検査で NDV および APMV 特遺伝子が検出され

なかったが、抗 NDV HI 試験において凝集抑制が

認められたことから、NDV の関与が疑われた。 

  

まとめ 

 本事例は以下の 3 点で興味深い事例であった。 

① 定点および強化モニタリングにおいて初めて

て AIV が検出された。これは放し飼いで飼育

するアイガモ農法という特殊な飼育環境が影

響したと考える。 

② 簡易検査陰性でも遺伝子検査を実施する、ウ

イルス分離 2 代目の結果を待たず HPAI・

LPAI 以外の AI と診断する、鶏以外の家きん

で ELISA を実施する等、指針にない対応と

なった。  

③ ウイルス分離 2 代目の結果から、AIV 以外に

HA 反応を起こすウイルスの関与が示唆され

た。 

千葉県においては、令和 2 年度から令和 4 年度

にかけて毎年あひるの HPAI 発生事例がある。あ

ひるの HPAI 発生事例は鶏に比べ病態が特殊であ

る上、発生のたびに指針にはない検体・検査が求

められた。全国であひるの HPAI 事例も増えてい

ることから、検査対応について議論・統一する段

階にきていると考える。また、欧州の HPAI の蔓

延にはあひる農場の関与が疑われる事例もあるこ

と、自然宿主に近いあひるの AI は症状が現れに

くいことから、あひるに対する浸潤調査の強化が

重要と考える。 
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